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二
十
九
円
が
中
里
村
共
同
募
金
会
に
寄

電
七
ー
五
五
六
六

祭年青人生
往
来

◎
産
声

9月8日㈹～9日（日）

山吉上大廣南廣柳廣
田楽原島田雲田　田氏
和健純謙理俊和芳里名
美二子二恵宏美子子

政高満清政秀正幸　父
　　　　　　　　孝の
一義男作男雄平一　名

部
落
干
溝

本
屋
敷
干
溝

堀
之
内
干
溝
倉
俣
荒
屋
宮
中
田
中

PM7：00
　　　　　　　　　　　　　AM8：00
ダンスパーティー

　　　　　　　　　　　　（田沢小中グラウンド隻合）
（総合センター）

　　　　　　　　　　　4コースにわかれて

　　　　　　　　　　村内名所めぐりハイキング

会費は　　　　　　（昼食………豚汁サービス）

どちらも　　　PM2：00

　　500円　　ソフトボール大会（村民グラウンド）

中
島
奈
津
美

根
津
み
お
り

樋
口
祐
輔

◎
高
砂

　和弘
整

　文司

本
屋
敷
芋
川

通
り
山

編
鰍
墾
整
縣

◎
昇
天
氏
名

樋
ロ
イ
サ

鈴
木
市
郎

小
巻
澤
馨

服
部
サ
ヱ

服
部
直
子

年
令

（
五
四
）

（
三
四
）

（
き

（
き

（
≡

荒小通下　部
　　り　桂
屋原山山　 落
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　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　私たちの村

〔1〕1”田”“なかさと

人　口 7，225（＋13）

男 3，589（＋8）

女 3，636（＋5）

世帯数 1，652（±0）

7月31日現在
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待望の村民グラウンド（野球場）が完成しました。
待望の　　　　　　　　場所は宮中えんてい上流有岸・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目の前にr鷹の巣」が見えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積は約1万㎡で

一村民グラウンドー．呈酵難唾響勘瀦鷺一ム耐・戦・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村内の12チームが参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念大会が行なわれました。
　　　　　　　　完成　新屋鰹騨舞丙癖鱒毒針
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年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

ー
特
例
的
に
ス
ラ
イ
ド
ー

　
さ
き
頃
、
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
そ
の
お
も
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
、

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
度
に
比

べ
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
上
下
し

た
場
合
、
年
金
額
は
そ
の
率
に
応
じ
て

増
減
で
き
る
“
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
”
を

取
り
入
れ
、
毎
年
こ
れ
に
し
た
が
い
年

金
額
の
改
正
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
三
年
度
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率
は
三
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
法
律
上
で

は
年
金
額
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

経
済
的
な
諸
情
勢
を
考
慮
し
て
三
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
で
も
特
例
的
に

“
物
価
ス
ラ
イ
ド
”
を
適
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
拠
出
年
金
（
老
齢
年
金
や

通
算
老
齢
を
は
じ
め
、
障
害
母
子
準
母

子
遺
児
寡
婦
の
各
年
金
）
は
す
べ
て
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
、
昨

年
と
同
様
に
七
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
老
齢
年
金
の
『
五
年
年
金
」

は
七
月
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
し
た
後
に

八
月
分
か
ら
は
老
齢
福
祉
年
金
と
の
か

ら
み
で
さ
ら
に
月
額
二
千
円
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
す
。
ま
た
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ

ド
し
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
料
額
は
昭

和
五
十
五
年
四
月
分
か
ら
一
カ
月
三
、

七
七
〇
円
と
な
り
ま
す
。
一
方
の
福
祉

年
金
（
老
齢
障
害
母
子
準
母
子
の
各
年

金
）
は
お
お
む
ね
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
大
幅
な
改
善
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
昨
年
と
同
様
に
八
月
分
か
ら
改

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
公
的
年
金
と
の
併

給
限
度
額
が
年
間
三
十
七
万
か
ら
四
十

一
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
人
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
も

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

（拠出年金）

●年金額の引上げ（54．7実施）

　53年度の全国消費者物価指数の

　上昇率に応じた年金額の引上げ
　を特例的な措置として行う（3．4％）

　　　　　（月　額）

　25年年金　37，925円→39，225円

　10年年金　23，925円→24，741円

　5年年金　17，508円→18，108円

　　　　　　　　　（8月から）

　　　　　　　　　　20，108円
　障害年金

　　　1級48，133円→49，791円
　　　2級38，508円→39。833円
　母子・準母子・遺児年金など

　　　　　38，508円→39，833円
●老齢年金額の特例（54．8実施）

　（最低保障）

　　　　　16。500Fq→20，000P］

●保険料額の改定（55．4実施）

　定額保険料3。300円→3，770円
（福祉年金）

●年金額の引上げ（54．8実施）

　53年度の全国消費者物価指数の

　上昇率を大きく上回る引上げ
　老齢年金　16。500円→20，000円

　障害年金

　　　1級24，800円→30。000円
　　　2級　16，500円→20，000円

　母子・準母子年金

　　　　　21，500Fq→26，000円
●本人所得制限の緩和（54．8実施）

　夫婦収入　200．2万円→208万円

●公的年金併給限度額（54．8実施）

　　　　　　　37万円→41万円

ー
海
外
体
験
記
ー

　
　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

　
四
月
十
二
、
十
三
日
、
各
地
の
教
育

セ
ン
タ
ー
を
視
察
、
コ
ミ
ラ
県
で
始
め

て
公
営
の
学
校
に
出
合
う
。
ア
タ
ン
屋

根
で
机
、
椅
子
は
あ
る
が
、
周
囲
は
吹

き
ぬ
け
で
あ
る
。
生
徒
数
三
百
人
の
女

子
学
校
で
あ
っ
た
。
　
（
男
女
共
学
で
は

な
い
。
）

　
四
月
十
四
日
、
P
・
M
七
時
、
ダ
ッ

カ
市
内
に
帰
る
。
当
夜
は
ダ
ッ
カ
大
学

の
学
生
寮
に
泊
る
。
六
日
ぶ
り
に
シ
ャ

　
　
　
　
（
最
終
回
）

　
　
　
富
井
　
利
明

ワ
ー
を
浴
び
、
平
均
睡
眠
時
間
四
時
間

の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て

き
た
の
で
今
日
だ
け
は
早
く
、
良
く
ね

む
れ
る
と
思
っ
た
が
、
学
生
達
が
多
勢

お
し
か
け
、
又
、
四
月
十
四
日
は
バ
国

の
大
晦
日
。
学
生
達
は
一
晩
中
レ
コ
ー

ド
を
か
け
、
に
ぎ
や
か
で
こ
れ
又
、
ね

む
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
四
月
十
五
日
、
H
A
P
P
Y
・
N
E

W
・
Y
E
A
R
。
朝
、
年
賀
状
を
も
ら

う
。
汽
車
に
て
、
マ
イ
メ
ー
シ
ン
県
に

む
か
う
こ
の
汽
車
が
、
又
す
ご
い
。

汽
車
の
屋
根
に
ま
で
子
供
か
ら
大
人
ま

で
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
屋

根
に
乗
っ
て
い
る
の
は
無
賃
乗
車
の
連

中
だ
ろ
う
。
又
、
汽
車
が
途
中
で
停
止

す
る
の
で
事
故
か
な
と
思
っ
た
が
、
こ

れ
ま
た
傑
作
、
牛
が
線
路
横
断
し
て
い

る
最
中
で
あ
っ
た
。
マ
イ
メ
ー
シ
ン
で

東
洋
一
と
い
う
農
業
大
学
を
見
学
。
生

徒
数
は
四
千
人
と
多
く
は
な
い
が
、
農

場
の
広
さ
と
規
模
に
は
感
心
す
る
。
農

業
に
か
け
る
バ
国
の
熱
意
が
伺
え
る
。

各
村
々
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
視
察
が
続

く
。

　
四
月
十
六
日
、
パ
イ
カ
ー
村
の
セ
ン

タ
ー
で
は
子
供
達
に
文
字
を
教
え
る
事

の
他
、
大
人
に
は
農
法
、
養
漁
の
方
法

と
、
男
性
に
家
族
計
画
に
つ
い
て
教
え

て
い
る
。
又
、
一
家
に
子
供
は
二
人
ま

で
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
や
た
ら
と
張
り

出
さ
れ
て
い
る
。
大
勢
の
村
人
の
中
で

日
本
の
農
業
に
つ
い
て
語
っ
て
ほ
し
い

と
村
の
実
力
者
は
い
う
。
一
部
の
大
地

主
と
、
農
地
を
も
て
な
い
小
作
農
民
が

四
十
％
も
い
る
中
で
、
根
本
的
に
は
農

地
改
革
を
行
う
事
が
第
一
条
件
で
あ
る

し
、
農
地
を
持
つ
事
が
貧
富
の
差
も
少

な
く
な
る
し
、
個
々
に
お
い
て
努
力
す

る
か
ら
増
収
に
つ
な
が
る
事
で
あ
る
が
、

地
主
は
手
ば
な
さ
な
い
し
、
又
、
農
民

は
お
金
が
な
い
か
ら
買
え
な
い
。

肥
料
、
農
薬
な
く
、
牛
に
稲
を
ふ
ま
せ

て
脱
穀
し
て
い
る
よ
う
な
、
日
本
と
比

較
に
な
ら
な
い
農
法
で
あ
る
か
ら
、
話

し
が
し
に
く
い
。
結
局
、
水
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
：
ル
す
る
事
と
、
結
ん
で
き

た
。　
四
月
十
七
日
、
バ
国
最
後
の
日
で
あ

る
。
ダ
ッ
カ
大
学
の
ホ
ー
ル
に
て
、
N

K
K
よ
り
送
っ
た
足
ふ
み
ミ
シ
ン
と
古

着
の
贈
呈
式
に
出
席
。
バ
国
社
会
福
祉

省
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
駐
バ
日
本
大
使

　
『
三
面
下
段
へ
続
＜
』
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十
日
町
地
域
各
界
友
好
訪
中
団

　
　
　
と
共
に
中
国
を
視
察
し
て
q
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
上
村

　
今
回
始
め
て
の
十
日
町
地
域
各
界
友

好
訪
中
団
三
十
名
（
内
一
名
は
日
中
旅

行
社
職
員
）
と
共
に
、
去
る
七
月
二
日

よ
り
同
十
五
日
迄
の
二
週
間
に
亘
っ
て

華
北
の
北
京
、
延
安
、
太
原
、
石
家
荘
、

天
津
な
ど
の
都
市
を
夫
々
訪
問
し
、

熱
烈
な
歓
迎
と
温
か
い
案
内
の
う
ち
に

中
国
人
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
友
好
を

深
め
る
と
共
に
中
国
の
現
況
の
一
部
を

見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
一
行
の
内
訳
は
十
日
町
市
十
名
、
川

西
町
五
名
、
中
里
、
津
南
各
七
名
。

成
田
空
港
よ
り
中
華
民
航
に
て
上
海
空

港
迄
所
要
時
間
三
時
間
、
こ
こ
で
給
油

の
た
め
一
時
着
陸
、
上
海
空
港
か
ら
北

京
空
港
ま
で
一
時
間
半
、
計
四
時
間
半

の
飛
行
で
し
た
。
上
海
、
北
京
両
空
港

と
も
に
さ
ほ
ど
広
大
な
空
港
と
は
思
わ

れ
な
か
っ
た
。
時
差
は
中
国
が
一
時
間

お
く
れ
で
あ
り
ま
し
た
。

空
港
よ
り
バ
ス
で
三
十
分
余
り
で
前
門

賓
館
に
到
着
、
往
時
の
城
壁
の
あ
っ
た

前
に
あ
る
ホ
テ
ル
と
い
う
意
昧
と
か
で

し
た
。
沿
道
の
街
灯
、
民
家
の
あ
か
り
、

ホ
テ
ル
内
の
照
明
な
ど
節
約
の
た
め

賢
造

か
暗
い
と
い
う
第
一
印
象
で
し
た
。

　
北
京
は
中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
で

政
治
、
経
済
、
文
化
、
交
通
の
中
心
地

で
す
。
華
北
平
原
の
北
部
に
位
置
し
、

秋
田
市
と
ほ
ぼ
同
緯
度
上
に
あ
り
ま
す
。

面
積
一
六
八
○
○
平
方
キ
ロ
、
人
口
は

都
市
部
四
〇
〇
万
、
農
村
部
四
〇
〇
万

の
計
八
○
○
万
余
。
天
津
、
上
海
と
並

ん
で
省
、
自
治
区
と
同
級
の
中
央
直
轄

市
で
す
。
北
京
は
豊
か
な
文
化
遺
産
を

残
し
た
世
界
有
数
の
美
し
い
古
都
の
顔

と
建
国
以
来
三
十
年
、
次
々
に
新
し
い

大
建
物
が
立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
、
更
に

世
界
中
か
ら
訪
間
客
が
絶
え
な
い
国
際

政
治
の
中
心
都
市
と
い
う
新
旧
二
つ
の

顔
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
天
安
門
は
か
っ
て
の
明
、
清
の
皇
城

の
南
の
正
門
で
あ
り
、
近
代
百
年
の
間

は
外
国
帝
国
主
義
者
の
侵
略
と
弾
圧
に

抵
抗
す
る
人
民
の
集
会
場
で
し
た
が
、

一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
毛
主
席
が
こ

こ
で
中
華
人
民
共
和
国
誕
生
を
宣
言
し

て
か
ら
新
中
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま

し
た
。
ぺ
に
が
ら
色
の
城
門
の
上
に
は

楼
閣
が
ど
っ
し
り
と
そ
び
え
、
城
門
の

中
央
に
は
毛
首
席
の
肖
像
が
あ
り
そ
の

左
右
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
万
歳
」

「
世
界
人
民
大
団
結
万
歳
」
の
二
大
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
国
慶

節
や
メ
ー
デ
ー
な
ど
国
家
的
行
事
の
全

て
が
こ
の
広
場
で
行
な
わ
れ
、
百
万
人

の
大
集
会
が
で
き
ま
す
。

　
中
国
九
億
人
民
の
心
か
ら
の
願
い
で

あ
っ
た
毛
主
席
記
念
堂
は
一
九
七
七
年

九
月
に
落
成
し
、
広
場
の
南
側
に
あ
る

「
人
民
英
雄
記
念
碑
」
と
正
陽
門
と
の

間
に
そ
び
え
た
っ
て
い
ま
す
。
落
成
以

来
連
日
数
千
、
数
万
の
人
々
が
記
念
堂

を
訪
れ
、
毛
主
席
の
遺
体
を
拝
し
て
い

ま
す
。
私
達
は
友
好
訪
中
団
と
い
う
こ

と
で
、
特
別
の
取
り
計
ら
い
で
参
列
者

　
『
二
面
か
ら
続
く
』

館
員
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
の
、
贈
呈
式

で
あ
る
。
社
会
福
祉
省
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
は
話
す
。
魚
を
送
っ
て
も
ら
う
よ
り
、

魚
を
取
る
ア
ミ
が
ほ
し
い
と
い
い
、
金

を
送
っ
て
も
ら
う
よ
り
、
技
術
援
助
が

ほ
し
い
と
い
う
。
た
だ
物
を
も
ら
っ
て

も
、
そ
の
物
が
な
く
な
る
と
ふ
り
出
し

に
も
ど
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

当
N
K
K
よ
り
送
っ
た
足
ふ
み
ミ
シ
ン

は
婦
人
の
職
業
訓
練
用
と
し
て
、
最
高

で
あ
る
と
“
う
。

　
四
月
十
七
日
、
P
l
M
六
時
三
十
分
、

ダ
ッ
カ
空
港
よ
り
フ
ラ
イ
ト
。

タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
の
り
、
過
去
の
世
界

へ
逆
も
ど
り
を
し
た
よ
う
な
十
日
間
の

生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
同
じ
ア
ジ
ア
の

民
族
で
あ
り
な
が
ら
今
懸
命
に
自
立
し

よ
う
と
す
る
開
発
途
上
国
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
B

G
J
S
の
す
ば
ら
し
い
活
動
と
、
す
ば

ら
し
い
仲
間
達
に
別
れ
を
告
げ
、
一
路

バ
ン
コ
ク
に
む
か
う
。

～
～
～
～
満
●
～
～
～
～
～
～
～
～
q
』
∬
『
●
～
～
～
～
～
～
～
～

の
中
に
入
れ
て
頂
き
良
く
拝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
中
国
歴
史
記
念
館
は
広
場
の
東
側
に

人
民
大
会
堂
と
向
い
合
っ
て
建
て
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
原
始
時
代
か
ら
清
朝
ま

で
の
中
国
の
歴
史
が
中
国
の
史
観
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
美
術
品
や
出

土
品
が
図
解
に
よ
っ
て
分
か
り
易
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
民
大
会
堂
は
広
場
の
西
側
に
あ
り

人
民
代
表
が
会
合
す
る
場
所
で
、
中
国

の
「
国
会
議
事
堂
」
で
す
。
一
万
人
を

収
容
で
き
る
大
会
場
が
あ
り
、
国
慶
節

な
ど
に
内
外
の
賓
客
五
千
人
を
招
き
得

　
　
　
　
　
　
　

る
大
会
場
が
あ
り
、
一
九
七
二
年
九
月

訪
中
し
た
田
中
首
相
一
行
も
こ
の
人
民

大
会
堂
で
盛
大
な
接
待
を
う
け
ま
し
た
。

　
天
安
門
か
ら
北
へ
進
む
と
故
宮
で
す
。

こ
こ
は
か
っ
て
紫
禁
城
と
呼
ば
れ
明
、

清
二
代
に
わ
た
る
皇
帝
の
住
居
で
し
た

五
五
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
中
国
に
現
存

す
る
最
も
大
き
な
、
最
も
完
全
な
古
代

建
築
群
で
す
。
南
北
一
キ
ロ
、
東
西
九

六
〇
米
、
周
囲
三
キ
ロ
余
り
、
面
積
七

二
万
余
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
敷
地
の

中
に
は
九
千
余
間
の
建
物
が
あ
り
、
そ

の
周
囲
に
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
と

巾
五
ニ
メ
ー
ト
ル
の
護
城
河
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
を
訪
れ
る
人
び
と
は
、
誰
し
も
そ

の
豪
壮
華
麗
な
結
構
と
調
度
に
驚
嘆
挙

せ
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
黄
と
紫
の

瓦
、
紅
の
壁
、
白
い
大
理
石
の
美
し
い

配
合
に
は
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

天
安
門
に
通
じ
る
正
門
の
午
門
と
、
北

　
『
四
面
へ
続
く
』



、
題
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『
三
面
か
ら
続
く
』

門
の
神
武
門
、
そ
れ
に
東
華
門
、
西
華

門
の
四
つ
の
門
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
太
和
殿
、
中
和
殿
、
保
和
殿
を

は
じ
め
沢
山
の
宮
殿
が
あ
り
、
歴
代
芸

術
館
に
は
玉
器
、
青
銅
器
、
漆
器
、
彫

塑
、
錦
織
、
絵
画
、
彫
刻
な
ど
二
千
余

品
の
貴
重
な
芸
術
品
が
展
示
さ
れ
、
こ

れ
だ
け
で
も
充
分
み
る
の
に
は
、
何
日

も
か
か
る
程
で
す
。

願
和
園
”
北
京
の
西
北
約
士
ニ
キ
ロ
、

金
朝
以
来
歴
代
皇
帝
の
行
宮
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
広
さ
四
十
二
万
平
方
メ
ー

ト
ル
、
北
京
最
大
の
公
園
で
す
。
昆
明

湖
と
万
寿
山
か
ら
な
っ
て
お
り
、
山
水

一
体
の
眺
め
は
特
に
す
ば
ら
し
い
も
の

で
す
。
こ
の
昆
明
湖
の
土
で
万
寿
山
を

築
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
皇
帝
の
威
力

の
程
が
察
せ
ら
れ
ま
し
た
。

明
の
十
三
陵
は
北
京
の
北
五
十
キ
ロ
、

八
達
嶺
の
万
里
の
長
城
へ
行
く
途
中
に

あ
っ
て
、
明
の
皇
帝
十
三
人
を
ま
つ
っ

た
陵
墓
で
す
。
地
下
の
財
宝
を
ね
ら
う

盗
堀
を
防
ぐ
た
め
、
長
い
間
入
口
が
不

明
で
あ
り
ま
し
た
が
、
考
古
学
者
の
手

に
よ
っ
て
遂
に
発
見
さ
れ
、
今
で
は
「

地
下
宝
殿
」
と
称
さ
れ
て
、
内
外
の
参

観
者
を
あ
つ
め
て
お
り
ま
す
。

士
二
陵
の
一
キ
ロ
に
わ
た
る
参
道
に
は

巨
大
象
や
ラ
ク
ダ
な
ど
動
物
の
石
像
、

武
官
、
文
官
の
石
像
が
立
ち
並
び
こ
れ

ら
が
十
三
陵
を
守
る
形
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。

万
里
の
長
城
”
八
達
嶺
の
長
城
ま
で
は
、

北
京
の
中
心
か
ら
東
北
約
七
十
キ
ロ
、

私
達
は
急
行
列
車
に
て
約
二
時
間
の
乗

車
で
し
た
。
万
里
の
長
城
は
中
国
古
代

の
勤
労
人
民
が
建
築
し
た
巨
大
な
大
土

木
工
事
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

と
並
ん
で
世
界
的
に
有
名
で
す
。

甘
粛
省
の
嘉
崎
関
に
は
じ
ま
り
、
瞼
し

い
峰
々
を
こ
え
、
甘
粛
、
寧
夏
、
挾
西
、

内
蒙
古
、
山
西
、
河
北
の
六
県
を
へ
て
、

山
海
関
に
い
た
る
延
々
六
千
キ
ロ
に
及

ぶ
城
壁
で
す
。

城
壁
の
高
さ
約
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

は
底
部
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
上
部
約
五

　
　
も
り
あ
が
っ
た

　
　
　
第

・
五
メ
ー
ト
ル
で
馬
が
五
、
六
頭
並
ん

で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
達
の
ほ
か
に
沢
山
の
外
国
人
、
中
国

人
の
参
観
者
が
引
き
も
き
ら
な
い
有
様

で
し
た
。

峰
々
を
曲
り
く
ね
っ
て
起
伏
し
て
い
る

長
城
の
姿
は
さ
な
が
ら
巨
竜
の
よ
う
で

雄
大
そ
の
も
の
で
す
。

こ
こ
で
も
古
代
王
候
の
権
力
の
程
が
察

せ
ら
れ
て
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

長
城
か
ら
の
帰
途
八
達
嶺
の
駅
の
待
合

室
で
遇
然
に
も
安
西
愛
子
女
史
に
逢
い

ま
し
た
。
自
民
党
婦
人
部
の
友
好
訪
中

団
々
長
と
し
て
訪
問
中
と
の
こ
と
で
し

た
。

一
回
ふ
る
さ
と
芸
能
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
貝
野
地
区
i

　
去
る
七
月
二
十
九
日
、
貝
野
小
学
校

体
育
館
で
「
第
一
回
ふ
る
さ
と
芸
術
祭

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
貝
野
地
区
に
で
き
て
い
る
各
種
の
趣

味
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
が
、
せ
め
て
年
一

回
、
一
同
に
集
ま
っ
て
成
果
を
発
表
し

あ
う
機
会
を
も
ち
、
互
い
の
親
睦
を
深

め
、
更
に
グ
ル
ー
プ
の
発
展
を
図
り
た

い
と
し
て
同
地
区
各
芸
能
団
体
が
主
催

公
民
館
が
後
援
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
旧
貝
野
村
の
姿
、
安
養
寺

か
ら
の
出
演
組
を
含
め
た
十
二
の
団
体

の
他
に
個
人
出
演
も
あ
っ
て
、
会
場
は

終
日
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

　
近
年
、
村
内
各
地
で
こ
う
し
た
グ
ル

ー
プ
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
な

か
で
、
　
「
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
」
が
催
さ

れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
と
い
え
よ

う
。
　
「
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
」
が
回
を
重

ね
る
こ
と
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地

域
共
同
社
会
）
づ
く
り
に
役
立
つ
行
事

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
高
卒

　
　
　
　
警
察
官
募
集

△
募
集
期
間
　
八
月
二
十
日
～
九
月
二

　
　
　
　
　
　
士
一
日
ま
で

△
受
験
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
未
満
の
男
子
で
、
高
卒

　
　
　
　
　
　
程
度
の
学
刀
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
人

△
採
用
試
験
　
九
月
三
十
日

△
試
験
地
　
　
新
潟
市
・
長
岡
市
・
上

　
　
　
　
　
　
越
市
・
村
上
市

詳
細
は
も
よ
り
の
駐
在
所
ま
で
。
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生
徒
数
　
五
八
名

教
員
数
　
　
八
名

教
育
目
標

「
豊
か
な
心
を
も
ち

　
　
　
　
進
ん
で
学
ぶ

　
　
　
　
　
ね
ば
り
強
い
生
徒
」

こ
の
目
標
は
、
新
指
導
要
領
の
実
施

　
　
　
　
新
た
な
角
度
か
ら
本
校
教

貝
野
中
学
校

　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化
・
歴

　
　
　
　
　
史
の
中
か
ら
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
具

　
　
　
　
　
体
的
な
課
題
を
も
ち
、
一
年
間
に
わ
た

　
　
　
　
　
　
っ
て
探
究
し
、
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
る
活
動
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
の
六
限
に
な
る
と
、
植

　
　
　
　
　
物
や
昆
虫
の
採
集
に
出
か
け
る
生
徒
、

　
　
　
　
　
村
の
古
老
を
訪
ね
て
話
し
を
聞
く
生
徒
、

　
　
　
　
　
図
書
館
で
辞
典
と
首
ぴ
き
の
生
徒
な
ど

　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
活
動
の
成
果
は
、
発
表
会
や
研

に
む
け
て
、

育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
本
年
四
月
に

制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

◎
　
本
校
の
特
色
あ
る
活
動

　
わ
が
校
で
は
「
生
徒
は
地
域
に
根
ざ

し
た
実
践
的
活
動
に
よ
っ
て
育
つ
已

の
基
本
方
針
の
も
と
に
、
四
つ
の
活
動

（
自
主
的
・
探
究
的
・
生
産
的
・
奉
仕

的
）
と
二
つ
の
運
動
（
オ
ア
シ
ス
・
体

力
づ
く
り
）
の
実
践
に
全
校
を
あ
げ
て

取
組
ん
で
い
る
。
本
欄
で
は
こ
の
う
ち

探
究
活
動
と
生
産
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

o
探
究
活
動

「
五
味
沢
で
の
キ
ャ
ン
プ
風
景
」

究
誌
で
発
表
の
計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
通
し
て
、
追
求
す
る
喜
び
や
郷
土
愛

を
感
じ
と
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
生
産
活
動

　
農
業
の
機
械
化
に
と
も
な
い
、
生
徒

は
働
き
手
と
し
て
あ
て
に
さ
れ
な
く
な

り
、
農
村
に
育
ち
な
が
ら
農
業
体
験
を

も
た
な
い
生
徒
が
意
外
と
多
い
。

　
我
が
校
で
は
一
人
一
鉢
の
菊
づ
く
り

と
野
菜
づ
く
り
に
よ
っ
て
農
業
体
験
学

習
を
展
開
し
て
い
る
。

　
菊
づ
く
り
は
、
さ
し
芽
、
土
づ
く
り

か
ら
始
め
て
、
分
枝
・
施
肥
・
消
毒
・

灌
水
と
手
が
け
、
現
在
五
〇
糎
く
ら
い

に
伸
び
て
、
よ
う
や
く
開
花
期
に
思
い

を
は
せ
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
野
菜
づ
く
り
は
、
校
舎
の
近
く
に
畠

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
桐
の
根
お
こ

し
、
畑
う
ち
に
汗
を
流
し
、
キ
ュ
ウ
リ

ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
な
ど
を

醗葬霞

離
饗
鑑

　
い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
な
り
ま

し
た
。
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
れ
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
こ
の

う
ち
の
一
つ
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
九
月

　
少
年
野
球
教
室
、
少
年
野
球
大
会

栽
培
し
て
い
る
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
は

近
所
の
農
家
の
人
も
驚
く
ほ
ど
成
績
が

よ
く
、
キ
ュ
ウ
リ
三
百
本
、
ト
マ
ト
七

百
個
余
り
の
収
穫
を
え
た
。

　
収
穫
物
は
、
給
食
に
そ
え
た
り
、
夏

季
訓
練
（
キ
ャ
ン
プ
）
の
調
理
材
料
と

し
て
役
立
て
ら
れ
、
夏
休
み
中
は
、
部

活
動
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
つ
め
た
く

冷
え
た
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
で
生
徒
は

の
ど
を
う
る
お
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
体
験
を
通
し
て

汗
す
る
こ
と
の
尊
さ
、
自
然
の
恵
み
を

肌
で
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

◎
　
今
後
の
学
校
運
営

　
何
事
に
も
主
体
的
に
ね
ば
り
強
く
や

り
ぬ
く
こ
と
で
あ
る
。
勉
強
に
、
部
活

動
に
、
そ
し
て
「
四
つ
の
活
動
二
つ
の

運
動
」
と
着
実
な
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
）

　
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◎
＋
月

　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
村
民
野
球
大
会
、
村
民
球
技
大
会

　
村
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
時
は

早
め
に
公
民
館
（
電
二
四
九
三
）
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

石
油
流
出
事
故
に
注
意
！

　
石
油
は
あ
ら
ゆ
る
工
場
事
業
所
、
一

般
家
庭
で
使
わ
れ
て
居
り
便
利
で
す
が

火
災
危
険
の
大
き
い
こ
と
は
も
と
よ
り

流
出
す
る
と
下
流
の
水
田
に
大
き
な
被

害
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
信
濃
川
下
流

で
水
道
水
源
と
し
て
取
水
し
て
い
る
市

町
村
に
大
き
な
迷
惑
を
掛
け
ま
す
。

　
石
油
流
出
事
故
等
原
因
は
、
タ
ン
ク

の
補
給
時
の
不
注
意
、
サ
ー
ビ
ス
タ
ン

ク
の
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
故
障
、
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
際
の
戻
り
管
の
不
備

等
が
主
な
原
因
で
す
。
事
故
の
重
大
さ

を
考
え
常
に
石
油
の
貯
蔵
取
扱
い
施
設

の
点
検
を
実
施
し
、
戻
り
管
、
防
油
堤

の
改
善
を
急
い
で
下
さ
い
。
ま
た
、
極

く
少
量
の
廃
油
等
で
も
側
溝
等
へ
捨
て

ま
す
と
、
そ
の
殆
ん
ど
が
下
流
の
水
田

に
入
り
永
年
に
わ
た
り
作
物
が
順
調
に

育
た
な
く
な
り
ま
す
か
ら
絶
対
に
捨
て

な
い
で
下
さ
い
。

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

　
九
月
二
十
日
（
木
）
　
午
前
一
時
か

ら
午
後
一
時
迄
の
間
、
次
の
地
区
で
作

業
停
電
し
ま
す
。

◎
高
道
山
地
区

　
　
　
（
高
道
山
、
朴
木
沢
を
除
く
）

◎
倉
俣
地
区

　
　
　
　
（
原
町
、
新
里
を
除
く
）

　
◎
清
津
峡
地
区
全
域


